くれよう といった 当時の こと を 母が 詰った の だ。 

き 

丁度 首斬り 場の あたりだった というと ころの 柳の 木 

はばかり ふるちよ うめん や 

が、 厠 の 小 窓から 見える 古 帳面 屋の 友達のう ちから 

帰って来て、 あたしが 話した つづきから だった。 

「西 島屋 のなら び をず つと くれる といった の だが、 お 

ら ^ 快 だからな ご 

「お父さん は 欲がない から、 断って しまったの だとお 

言いな の だよ。 今 じゃたいした 土地な のにね え ご 

母 は、 土 一升 金 一 升の まんなかで、 しかもめ ぬきの 

土地の 角地 面の 地主さん になれ なかった 怨み を 時た ま 

ザ J 1+0 す 



「あすこ はな、 不浄場と いってた が、 悪い 奴ば かり は 

いないの だ。 今と 違って どんなに 無実の罪で 死んだ も 

ざんざい なきごえ 

のが あるか しれ やしない。 おれ は 斬罪になる 者の 号泣 

を 聞いて いるから いや だ。 逃れよう、 逃れよう という 

気が、 首 を 斬られてから も、 ヒョィ と 前へ 出る の だ。 

しでえ こと をした もんで、 後から 緦を ひっぱつ ている 

まげ 

前から は、 鬅を ひっぱって、 引っぱる。 いやで も 首 を 

伸す 時に、 ちょいと や るんだ。 まあ、 あんな 場 処はほ 

しくね えな ご 

+6 ゃリ あ. 1,: わた 

父が 流行の 長い 刀 を ぶっこん でいた 時分、 明 渡され 

もみじ やま 

た 江戸 城の 守備に ついていた 時、 苑内 紅葉 山に 配置し 



いった。 都会の 夏の 夜で さえ 無気味な ものが、 人里 は 

なれた 原っぱなん ぞで ぶっかつ たら どんなだろう。 

花火の 風船の ように 飛んで しまった。 はじめの 牢屋 

の 原へ 帰ろう。 中洲に 賑ぃを とられない 前 は、 牢屋の 

原が 小屋が け 見 世 もの 場で さかって いた。 つとめて 土 

地の 不浄 を 払おうと したので あろう。 表通りの 鉄道 馬 

車路を 商家に し、 不浄 門 (死体 を かつぎ 出した 裏門) 

ろ う みぞ 

のあった 通りと、 大牢 のあった 方の 溝 を 埋めて、 その 

こ う ぼ 1 つ さま 

側の 表に 面した 方 へ、 新 高野山 大安 楽 寺 と 

に ち れ ん さ ま むらくも さま えんこう だいし さま 

身延山 久遠 寺と、 村 雲 別院と、 円光 大師 寺の 四ッの 

おてら こんりゅう もと とんしょ 

寺院 を 建立し、 以前の 表門の 口が 憲兵 屯所で、 ぐるり 



の きこくし ゆうしゅう 

かえさず 呑んで しまった 牢屋の 所在地 だ。 鬼哭 啾々、 

人の 心 は、 そこの 土 を 踏む だけで 傷みに 顫える。 その 

心理 を 利用した の だ。 たね は どんな チヤ チな もので も 

かまわない。 摑ん だものが 生きて いる。 見る 方、 聴く 

おのの 

方の、 お 客の 方から 働ら きかけ てく る 神経の 戦きが 

ある そして、 下座に はお あつらえむきの 禅の つと 

め (鳴 ものの 名称) 和讃 やらお 題目 やら、 お 線香の 匂 

いは ひとりでに 流れて くる。 

人情の 弱点の 怖い もの 見た さ、 客 は 昼も夜も 満員 I 

I 夜 は 通りの 四つ角の 夜店と、 陽気な 桜湯の 縁台が、 

若衆た ちの ちぢま つた 犴っ たま を ホッと 救う 



底本 ： 「旧聞 日本 橋」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1983 (昭和が) 年 8 月 化 日 第 ー 刷 発行 

2000 (平成に) 年 8 月^日 第 6 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「旧聞 日本 橋」 岡 倉 書房 

1935 (昭和^) 年刊 行 

入力 ： 門 田裕志 

校正 ： 松 永正敏 

2 o o 3 年 7 月 4 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



